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第6章 長万部温泉の活性化方策 

 

6.1  内部環境 

 

6.1.1  長万部温泉の概要 

 

■長万部温泉の歴史 

・昭和 30年 2月、町内で発見されたガスの本格的試堀をしていたところ、温泉が噴き出す。 

・自噴を続ける井戸周辺はたちまち野天風呂化し、周辺に売店・食堂・酒場、ついで旅館も

開業。以後自然発生的に温泉街が形成。 

・その後、昭和 38年に温泉を有効的に活用することを目的として、長万部温泉協同組合が設

立される。 

・現在７軒の温泉を利用した宿泊施設が営業中。 

 

■立地条件 

・長万部駅から徒歩 10分以内という立地条件。 

 

■源泉 

・毎分約 600リットル、49.5℃で湧出。 

・泉質は「高張性弱アルカリ高温泉」で肌の浸透性もよく、湯上がり後にも長時間身体がポ

カポカ。神経痛、冷え性、痔疾などに高い効能があると評判。 

 

▼昭和 60年に建立された長万部温泉発祥の地記念碑  ▼長万部温泉街 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典／長万部温泉利用組合ＨＰより 
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6.1.2  長万部温泉の宿泊施設 

長万部温泉には７つの宿泊施設があるが、施設の規模は 10～16室と小規模な施設が中心。 

また、宿泊プランについても二食付で１万円以内の施設が中心。 

地場産品を使用した料理のほか、ビジネス向けのプランや自転車・バイク旅行向けのプラ

ンなどを用意している施設も多く、「料理」や「リーズナブルさ」がセールスポイントとなっ

ている。 

表 6-1 長万部温泉の宿泊施設の規模及び価格帯 

施設名 室数 宿泊プランの価格帯 

（一泊二食付※） 

ホテル四国屋 10 7,360 円～8,790 円 

ホテルあづま 16 7,000 円 

昇月旅館 10 7,000 円～8,000 円 

長万部温泉ホテル 10 7,000 円～8,500 円 

大成館 13 6,800 円 

湯宿 丸金旅館 10 8,790 円～13,110 円 

温泉旅館もりかわ 10 7,000 円 

出典／長万部温泉利用組合ＨＰの各施設宿泊プラン案内より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典／長万部温泉利用組合ＨＰより 

 

 

  



6-3 

6.1.3  長万部町の宿泊客数の推移 

道の統計調査方法が変更された平成 9 年度以降の長万部町の宿泊客数及び宿泊客延数の推

移をみると、平成 9年度に 6.7万人泊だった宿泊客延べ数は、平成 27年度には半分以下の水

準となる 3.0万人泊に落ち込んでいる。 

宿泊客延数の推移を道南圏及び北海道の数値と比較しても落ち込みは顕著であり、宿泊ニ

ーズの変化に対応した新たな顧客層の獲得が大きな課題となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料／北海道観光入込客数調査報告書（北海道経済部）より 

 

図 6-1 長万部町の宿泊客数及び宿泊客延数の推移 
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資料／北海道観光入込客数調査報告書（北海道経済部）より 

 

図 6-2 長万部町の宿泊客延数の推移（H9=1.00） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料／北海道観光入込客数調査報告書（北海道経済部）より 

 

図 6-3 長万部町の宿泊客数の推移（H9=1.00）  
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6.1.4  長万部町の宿泊客数の季節変動 

長万部町の宿泊客の季節変動をみると、8月 1ヶ月で年間の 4分の 1を占める一方、12月

や 2 月などは道南圏や全道平均を大きく下回る比率となっており、年間を通じた宿泊客の確

保が課題となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料／北海道観光入込客数調査報告書（北海道経済部）より 

 

図 6-4 宿泊客延数の月別比率の比較（H27年度）  
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6.2  外部環境 

 

6.2.1  増加する外国人観光客 

北海道の宿泊客に占める外国人の比率は近年急激に増加しており、平成 27 年では全体の

17.5％が外国人によるものとなっている。 

渡島地域においても、七飯町や鹿部町、森町などにおいて外国人宿泊者の占める比率が高

まっており、鹿部町では全体の４割以上が外国人によるものとなっている。 

今後においても、アジア地域の経済成長やアジア諸国と北海道を結ぶ航空便の利便性の向

上、受入環境の整備などに伴い、北海道においても一層の外国人観光客の増加が予想されて

おり、こうしたニーズをいかに取り込むかが課題となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料／宿泊統計調査（国土交通省観光庁）より 

図 6-5 北海道の外国人延宿泊者数及び比率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料／北海道観光入込客数調査報告書（北海道経済部）より 

図 6-6 外国人観光客宿泊延数（H27年度、単位：人泊） 
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6.2.2  観光行動の個人化 

北海道を来訪する観光客のうちパッケージツアーを利用する比率が急激に減少している。 

ルートの決まったパッケージツアーの比率は平成 14年度の約４割が平成 23年度には約２

割となっており、10年間でほぼ半減している。 

このことは、団体客を顧客としていた道内の観光産業にも大きな影響を与えており、阿寒

や洞爺、湯の川等では大型温泉旅館が閉鎖する一方、個人客を主なターゲットとした高級宿

泊施設が開業するなどニーズの変化に対応した動きも盛んになっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料／北海道観光客動態・満足度調査（北海道経済部）より 

図 6-7 北海道旅行におけるパッケージツアーの利用状況の推移 

 

6.2.3  観光目的の多様化 

観光の個人化に伴って観光目的も多様化する傾向にあり、北海道では特に「食」を目的と

した観光形態が急激に増加する傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典／北海道観光客動態・満足度調査（平成 23年度・北海道） 

図 6-8 旅行目的の推移（来道観光客） 
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6.2.4  新幹線の開業効果の取り組み 

新幹線開業は、特に本州方面の道外客から道南地域への移動が容易になることから、移動

に対する心理的ハードルが低下し、これまでより小さな旅行動機でも誘客できることが可能

になる。 

長万部温泉においても、周遊型ではなく目的を明確化した旅行客の取り込みが課題となる。 

 

■新幹線の整備効果（旅行動機のハードル低下） 

・新幹線の整備（＝移動コストの縮減）により、魅力度が相対的に小さい（あるいは少ない）

観光資源でも道外客を誘客できるようになる（旅行動機のハードルが下がる）。 

・旅行目的のＳＩＴ（スペシャル・インタレスト・ツアー）化（→周遊型からシャトル型へ） 

・「○○を食べたいから長万部へ」「○○に泊またいから長万部温泉へ」など・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-9 新幹線による整備効果のイメージ 

 

 

  

新幹線によって移動コスト及び移動時間が低減することにより、道
外客などの長万部来訪時の旅程はこれまでより短期化する。一方で、
旅行動機のハードルが下がることによりより目的を絞った旅行需要
が増加することが想定される。 
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6.3  長万部温泉街の活性化に向けた市場分析 

 

6.3.1  内部環境分析を踏まえた課題点の整理 

内部環境分析を踏まえた課題としては、「外国人やシニア個人客等の取り込み」「立地条件

や高品質な源泉の活用」「通年で安定した需要の創造」の３点が挙げられる。 

 

視点１ 外国人やシニア個人客等の取り込み 

長万部温泉街の各施設の施設規模や価格帯、季節変動の状況をみると、道内のビジネス需要

や学生の合宿需要など一定の需要層へ依存する傾向が強く、競合条件の変化（市場が重複する

温泉付きビジネスホテルチェーンの進出など）によっては、温泉街全体が大きな影響を受ける

可能性がある。このことから、外国人やシニアの個人客など今後増加が期待される需要層を取

り込むことで、需要層を多様化・分散化させることで、温泉街全体としての競争力を高めてい

くことが必要となる。 

 

視点２ 立地条件や高品質な源泉の活用 

長万部温泉街は、新幹線駅から至近の距離にあることに加え、高温で湧出量が豊富な質の高

い泉質に恵まれている。こうした条件は今後の新幹線開業を見据えた温泉街の競争力向上にと

って非常に重要な役割を果たすことが期待され、こうした恵まれたアクセス条件や温泉の品質

をいかにして活用していくかが課題となる。 

 

視点３ 通年で安定した需要の創造 

観光産業を活性化させ、地域の雇用を創出していく上では、事業者の利益率を高めていくこ

とが必要であり、そのためには年間の稼働率をいかに向上させるかという点が重要な視点とな

る。特に長万部温泉は夏期に需要が集中する傾向が強いことから、夏期以外の季節における集

客力を高めることで通年で安定した需要の創造が課題となる。 
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【内部環境分析】              【課題点】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-10 内部環境分析を踏まえた課題点の整理 

 

  

 

視点１ 

外国人やシニア個人客等の取り込み 

・施設規模や価格帯、季節変動の状況を
みると、道内のビジネス需要や学生の
合宿需要など一定の需要層へ依存す
る傾向が強く、競合条件の変化（市場
が重複する温泉付きビジネスホテル
チェーンの進出など）によっては、温
泉街全体が大きな影響を受ける可能
性がある。 

→外国人やシニアの個人客など今後増加
が期待される需要層を取り込むこと
で、温泉街としての競争力を高めてい
くことが課題 

 

視点２ 

立地条件や高品質な源泉の活用 

→恵まれたアクセス条件や温泉の品質を
いかにして活用していくかが課題 

 

視点３ 

通年で安定した需要の創造 

→夏期に需要が集中しており、経営効率
向上のためには夏期以外の季節にお
ける集客力を高めることが課題 

温泉旅館が７軒あるが、規模や価

格帯が類似した施設が多い 

ＪＲ駅から徒歩でアクセスでき

る恵まれた立地条件 

源泉は湯量豊富で湧出温度も加

温の必要がない、高い温泉の品質 

長期的に大きく低下する 

宿泊客数 

8 月に集中し、道内他地域よりも

激しい季節変動 

外国人の宿泊が極めて少ない 
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6.3.2  外部環境分析を踏まえた課題点の整理 

外部環境分析を踏まえた課題としては、「外国人客への対応力強化」「個人観光客への対応」

「長万部の食資源の活用」の３点が挙げられる。 

 

視点１ 外国人客への対応力強化 

今後、新幹線開業までの市場の動向を踏まえると、外国人客の需要は無視できない規模にな

ることが想定される。このため、今後長万部温泉街としていかに外国人客への対応力を高めて

いくかが課題となる。 

 

視点２ 個人観光客への対応 

今後の市場動向を踏まえると、観光市場の成熟化によって国内外を問わず観光の個人化が進

展することが想定される。特に先行して新幹線の開業にいおいては、首都圏等のシニア客が大

きく増加する傾向が見られており、長万部温泉においても新幹線開業によって増加が期待され

る個人観光客をいかに取り込むかが課題となる。 

 

視点３ 長万部の食資源の活用 

観光市場の成熟化に伴い、観光目的も多様化する傾向が強くなっており、北海道においては

特に「食」を旅行動機とした観光が大きく増加する傾向にある。長万部温泉街においても、こ

うした需要動向の変化を踏まえ、地域の食資源をいかに活用していくかが課題となる。 
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【外部環境分析】              【課題点】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-11 外部環境分析を踏まえた課題点の整理 

 

 

  

 

視点１ 

外国人客への対応力強化 

・新幹線開業時までの市場の動向を見据
えると、インバウンド需要は無視でき
ない規模になることが想定される。 

 →いかにしてインバウンド客を取り込
むかが課題に 

 

視点２ 

個人観光客への対応 

 →新幹線開業によって増加が期待され
るシニア層（特に大人の休日倶楽部会
員）の個人客をいかにして取り込むか
が課題に 

 

視点３ 

長万部の食資源の活用 

 →旅行動機の目的の上位を占める「食」
について、長万部の食資源をいかに活
用していくかが課題に 

北海道全体として道内客や道外

客の需要が伸び悩む一方、海外

客の比率が急激に増加している 

道外客需要においては、団体客

の比率が急激に低下しており、

個人化が進んでいる 

観光目的が多様化しており、特

に「食」を目的とした観光客が

増加している 

新幹線の開業によって、旅行動

機のハードルが低下し、目的を

明確化した旅行客の増加が予想

される 
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6.3.3  市場環境を踏まえたＳＷＯＴ分析 

長万部温泉に関する内部環境及び外部環境分析を踏まえ、ＳＷＯＴ分析を検討すると以下

のようになる。 

 

Strengths（強み） 

・新幹線駅徒歩圏内という恵まれたアク
セス条件 

・高品質で湯量豊富な源泉  
・機動性のある小規模な施設を中心とし
た施設構成 

・豊富な長万部産の農水産物の存在 
・長い間蓄積された温泉経営の歴史・ノ
ウハウ 

 

Weaknesses（弱み） 

・施設の老朽化 
・各施設類似したターゲット層（ビジネ
ス層、合宿等） 

・大きい季節変動 
・少ない外国人観光客の取り込み 
 

Opportunities（市場の機会） 

・北海道新幹線開業 
・外国人観光客の急激な増加 
・強まるグルメ志向 
・堅調な動きを見せる国内シニア層の旅
行市場 

・旅行目的の多様化（体験観光等） 
・観光の個人化の進展 
 

Threats（市場の脅威） 

・温泉付きビジネスホテルなど競合する
業態の存在 

・ＬＣＣ利用の拡大（新幹線利用者数へ
の影響） 

・道内及び国内旅行市場の縮小 
・少子化（合宿需要の減少） 
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6.3.4  長万部温泉街の活性化に向けた戦略 

長万部温泉街を取り巻く市場環境（内部環境及び外部環境）を踏まえ、今後の活性化に向

けた基本方針及び戦略を整理すると以下のようになる。 

 

(1) 長万部温泉街の活性化に向けた基本方針 

長万部温泉街の活性化に向けては、高品質な温泉や小規模経営、駅からのアクセス性、長

万部の食資源などの利点を最大限活用しながら、今後の市場環境の変化並びに新幹線の開業

によって増加が期待される首都圏等のシニアの個人客をメインターゲットとして想定し、基

本方針を以下のように設定する。 

 

 

 

 

 

(2) 長万部温泉街の活性化に向けた戦略 

長万部温泉街を取り巻く市場環境及び温泉街の活性化に向けた基本方針を踏まえ、長万部

温泉の活性化に向けた戦略として「市場環境の変化に対応した施設多様化戦略」「長万部エリ

アの食の活用による需要通年化戦略」「新幹線開業に向けたブランド力強化戦略」の３つを設

定する。 

 

戦略１ 市場環境の変化に対応した施設多様化戦略 

長万部温泉街は施設の老朽化が大きな課題となっており、今後の活性化に向けてターゲット

層の取り込みに対応した既存施設のリニューアルの推進や新規参入者の誘致などにより市場

環境の変化に対応した施設の多様化を図っていく。 

【戦略を実現するための具体的なプロジェクト（案）】 

○既存施設のリニューアル支援（シニア個人客向け） 

○全く新たな市場を対象とした新規参入者の誘致（超高級旅館、外国人向けゲストハウス、

温泉付きＢ＆Ｂなど） 

 

戦略２ 長万部エリアの食の活用による需要通年化戦略 

長万部温泉街の経営効率の向上及び長万部の食資源の活用による地域産業への波及効果拡

大、さらには拡大する食を目的とした旅行需要の取り込みを目指し、長万部や広域エリアの食

資源の活用による需要通年化を図っていく。 

【戦略を実現するための具体的なプロジェクト（案）】 

○オフシーズン期の需要創造に向けた時期を絞った旬の食材活用・ＰＲの推進（今だけ、こ

こだけの味） 

○周辺地域との連携による新たな食材の発掘及び連携推進 

○長万部の伝統的な味の活用（地域伝統の家庭料理の活用、温泉饅頭の復活） 

 

戦略３ 新幹線開業に向けたブランド力強化戦略 

今後更なる増加が予想される外国人観光客の取り込みや長万部温泉を核とした地域の滞在

基本方針 

高品質な温泉や長万部の食資源を活用した、シニアの個人客に選ばれるハイ

クオリティで多様性のある温泉街づくり 
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力強化、さらには温泉街全体としてのブランドイメージの向上を目指していく。 

【戦略を実現するための具体的なプロジェクト（案）】 

○外国人への対応力強化（予約、接客、決済等） 

○滞在力強化に向けた各種観光プログラムづくり 

○ポケットパークや足湯など温泉街のシンボル的な空間づくり 

 

(3) 戦略を実現するための具体的なプロジェクト 

長万部温泉街の活性化に向けた戦略を実現するため、以下の８つのプロジェクトを展開し

ていく。 

 

【市場環境の変化に対応した施設多様化戦略を実現するためのプロジェクト】 

プロジェクト① 既存施設のリニューアル支援（シニア個人客向け）プロジェクト 

観光市場の個人化に向けて利点である長万部温泉街の宿泊施設のコンパクトさを活用しな

がら、融資制度等の創設により既存施設のリニューアルを推進する。特に重視するターゲット

として、新幹線開業によって増加が予想されるシニアの個人客（大人の休日倶楽部の会員層な

ど）として想定し、これまで長万部温泉街の経営で蓄積されたノウハウなどを活用しながら、

宿泊単価 1万円台後半のアッパーミドル層に訴求する施設づくりを目指していく。 

 

プロジェクト② 全く新たな市場を対象とした新規参入者の誘致（超高級旅館、外国人向けゲ

ストハウス、温泉付きＢ＆Ｂなど） 

宿泊施設の多様化によって、温泉街全体としての競争力を高めていくことを目指し、地域外

からの新規参入者を積極的に誘致していく。具体的には、温泉街にある未利用の源泉や土地資

源を活用し、地域金融機関のネットワークなども活用しながら、温泉街全体の競争力強化に資

する新規参入者を誘致していく。誘致にあたっては、参入条件として資金力やノウハウの有無、

明確なコンセプト等の条件とともに、「既存施設と競合しない分野」「地域経済への波及効果」

という項目も重視するほか、融資制度の創設等により、今後の市場環境の変化を的確に捉える

ようなコンセプトを持つ施設を誘致していく。具体的には、「宿泊単価 3 万円程度の超高級旅

館」「外国人の若者客を主な対象とした宿泊単価 3千円程度のゲストハウス（男女相部屋）」「朝

食のみのサービスに限定したＢ＆Ｂ（夕食は長万部町内の飲食店で・・）」などの施設を誘致

することにより、多様性かつ競争力のある温泉街づくりを目指していく。 

 

【長万部エリアの食の活用による需要通年化戦略を実現するためのプロジェクト】 

プロジェクト③ オフシーズン期の需要創造に向けた時期を絞った旬の食材活用・ＰＲの推進 

（今だけ、ここだけの味）プロジェクト 

現在夏期に集中している需要について、「地域の旬の食材」に的を絞ったＰＲを徹底するこ

とで需要の通年化を図り、温泉街全体の経営効率の向上を目指していく。具体的には、閑散期

に的を絞った上で、当該時期にしか食べられない長万部の味（できれば観光動機となり得る高

級食材）を活用し、温泉利用組合の連携による「長万部・旬の味キャンペーン」を展開する。

また、旬の味の生産現場とも連携した観光プログラムの開発など、地域農水産品のブランドイ

メージの向上も目指していく。 
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プロジェクト④ 周辺地域との連携による新たな食材の発掘及び連携推進プロジェクト 

新幹線開業によって増加することが期待される本州方面の観光客は、道外客とは違って長万

部という市町村単位ではなく、広域的な地域イメージを持って来訪することが予想されること

から、広域エリアの玄関口としての長万部を意識した取組を展開していく。具体的には、長万

部駅を拠点として新幹線を利用することが想定される檜山北部や南後志、西胆振などの産品ｎ

うち、旅行動機として活用できそうな素材（寿都の牡蠣、せたなのアワビ・ウニ、今金の男爵

いも、黒松内の畜産品など）を重点的に抽出し、これらの旬の季節等に合わせたキャンペーン

や温泉街での提供を目指していく。また、これら周辺エリアの食材の生産現場と連携した観光

プログラムについても検討していく。 

 

プロジェクト⑤ 長万部の伝統的な味の活用（地域伝統の家庭料理の活用、温泉饅頭の復活）

プロジェクト 

地域の個性を活かしたオンリーワンの観光資源として、これまで長万部温泉や長万部地域が

蓄積してきた伝統や歴史を活用し、長万部地域の家庭等では当たり前に食べられているが、あ

まり知られていない調理法などを意識して伝統の味を発掘・提供していく。また、現在まちな

み部会で取り組んでいる特産品づくりやメニューづくりとも連携を図るほか、温泉饅頭の復活

など温泉街ならではの土産品の開発も検討していく。 

 

【新幹線開業に向けたブランド力強化戦略を実現するためのプロジェクト】 

プロジェクト⑥ 外国人への対応力強化（予約、接客、決済等）プロジェクト 

現在急激に増加している外国人観光客は、今後も更なる増加が予想されており、こうした外

国人の需要を少しでも取り込んでいくために、温泉街全体が連携して外国人観光客への対応力

の強化を図っていく。具体的には、温泉街全体が連携しながら、施設内の説明の多言語化など

を検討するほか、長万部温泉版の指さし会話集の作成を検討していく。さらには、外国人向け

のパンフレットやＷＥＢサイトの作成、接客セミナーの開催によるノウハウの蓄積、予約・決

済システムの勉強会なども検討していく。 

 

プロジェクト⑦ 滞在力強化に向けた各種観光プログラムづくりプロジェクト 

滞在拠点としての長万部温泉街のポテンシャルを高めるために、長万部温泉街を起点とし、

長万部や広域エリアの資源を活用した観光プログラムを開発を支援していく。具体的には、現

在取り組んでいる「観光振興部会」での取組と連携していくほか、新幹線の開業によって広域

的な玄関口になることを意識し、隣接したエリア（黒松内等）のプログラムとの連携も検討し

ていく。 

 

プロジェクト⑧ ポケットパークや足湯など温泉街のシンボル的な空間づくりプロジェクト 

新幹線駅に至近という立地条件を活用し、新幹線駅からの眺望などにも配慮しながら温泉街

をアピールするためのシンボル的な空間づくりについて検討を進めていく。具体的には、既存

宿泊施設のリニューアルや新規参入者の誘致などに合わせ、浴衣で散策できるような温泉街の

ブランド力の強化に寄与するような高質な空間づくりを目指し、足湯やポケットパークなどの

整備を検討する。 
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6.3.5  長万部温泉街の活性化に向けた戦略のまとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼戦略１ 

市場環境の変化に対応 

した施設多様化戦略 

 

 

 

 

▼戦略２ 

長万部エリアの食の活用

による需要通年化戦略 

 

 

 

▼戦略３ 

新幹線開業に向けた 

ブランド力強化戦略 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針 

高品質な温泉や 

長万部の食資源を

活用した、シニアの

個人客に選ばれる

ハイクオリティで

多様性のある温泉

街づくり 

【内部環境】 

視点１ 

外国人やシニア個人客等の取り込み 
→外国人やシニアの個人客など今後増加

が期待される需要層を取り込むこと
で、温泉街としての競争力を高めてい
くことが課題 

視点２ 

立地条件や高品質な源泉の活用 
→恵まれたアクセス条件や温泉の品質を

いかにして活用していくかが課題 

視点３ 

通年で安定した需要の創造 
→夏期に需要が集中しており、経営効率

向上のためには夏期以外の季節にお
ける集客力を高めることが課題 

温泉旅館が７軒あるが、規模や価格帯

が類似した施設が多い 

ＪＲ駅から徒歩でアクセスできる恵ま

れた立地条件 

源泉は湯量豊富で湧出温度も加温の必

要がない、高い温泉の品質 

長期的に大きく低下する宿泊客数 

8 月に集中し、道内他地域よりも激し

い季節変動 

極めて少ない外国人の宿泊 

視点１ 

外国人客への対応力強化 
→いかにしてインバウンド客を取り込む

かが課題に 

視点２ 

個人観光客への対応 
→新幹線開業によって増加が期待される

シニア層（特に大人の休日倶楽部会
員）の個人客をいかにして取り込むか
が課題に 

視点３ 

長万部の食資源の活用 
→旅行動機の目的の上位を占める「食」

について、長万部の食資源をいかに活
用していくかが課題に 

北海道全体として道内客や道外客の

需要が伸び悩む一方、海外客の比率が

急激に増加している 

道外客需要においては、団体客の比率

が急激に低下しており、個人化が進ん

でいる 

観光目的が多様化しており、特に「食」

を目的とした観光客が増加している 

新幹線の開業によって、旅行動機のハ

ードルが低下し、目的を明確化した旅

行客の増加が予想される 

プロジェクト③ 

オフシーズン期の需要創造に向けた時期

を絞った旬の食材活用・ＰＲの推進 

プロジェクト④ 

周辺地域との連携による新たな食材の 

発掘及び連携推進 

プロジェクト⑤ 

長万部の伝統的な味の活用（地域伝統の 

家庭料理の活用、温泉饅頭の復活） 

プロジェクト① 

既存施設のリニューアル支援（シニア 

個人客向け）プロジェクト 

プロジェクト② 

全く新たな市場を対象とした新規参入者

の誘致（超高級旅館、外国人向けゲスト

ハウス、温泉付きＢ＆Ｂなど） 

プロジェクト⑥ 

外国人への対応力強化 

（予約、接客、決済等） 

プロジェクト⑦ 

滞在力強化に向けた各種観光プログラム

づくり 

プロジェクト⑧ 

ポケットパークや足湯など温泉街の 

シンボル的な空間づくり 

【外部環境】 
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6.4  温泉街のシンボル的な空間づくり 

6.3 で挙げた 8 つのプロジェクトのうち、平成 27 年度に策定した「まちづくり実行計画」

に位置付けられている「温泉街のシンボル的な空間づくり」を抽出し、方向性等について具

体的に検討する。 

 

6.4.1  新幹線を核としたまちづくり実行計画における位置付け 

平成 27年度に策定した「まちづくり実行計画」においては、新幹線駅と連携した長万部温泉

街活性化の方策、温浴施設の整備等に関連し、「温泉街活性化ゾーン」との位置付けで、導入施

設として右の機能が例示されている。 

 

表 6-2 温泉街活性化ゾーンの導入施設（例） 

必要機能 主たる導入施設等（例） 

癒し・休憩 

機能 

・マッサージ施設、足湯 

・既往文化・歴史鑑賞施設の企画の多様化 

・飲食施設（オープンテラス等） 

交流機能 ・既往の文化・スポーツ施設の多目的利用化 

（ボルダリング、ＢＭＸフリースタイル、ボッチャ※等） 

※脳性麻痺等により、運動能力に障害がある競技者向けに考案された障害

者スポーツ 

防災機能 ・道路拡幅（延焼被害抑制） 

・街路樹の植栽（延焼被害抑制） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典／平成 27年度 新幹線を核にしたまちづくり実行計画 
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6.4.2  事例研究 

 

(1) ガーデンスパ十勝川温泉の整備 

  

■施設の概要 

・名称：「ガーデンスパ十勝川温泉」 

・延床面積 1,173 ㎡ 

・事業費 7.37 億円 

・平成 28 年 11 月 26 日プレオープン 

・諸室：スパ（水着着用の温泉）、ひなたのマルシ

ェ（物販）、飲食施設（ベーカリー、ピザ＆パス

タ、豚丼、カフェ＆バーの４店舗）、足湯、体験

工房（生ハム、チーズなどの加工体験） 

・利用料金 大人 1,500 円（音更町民 810 円） 

 

 

■施設整備経緯 

・施設は、「温泉ホテル雨宮館」跡地を利用して整備 

・整備主体は、十勝川温泉旅館組合であり、運営も組合が担う。 

・組合は、十勝川温泉の宿泊施設運営者５社と源泉を管理する「温泉開発（有）」の６社により構

成される。 

・十勝川温泉では平成５年から源泉の集中管理を行っており、平成 26 年から「温泉中心市街地

再生事業」を 4 箇年計画で実施している。 

・施設は年間利用 20 万人を見込んでいる。 

写真及び施設概要は、十勝川温泉ガーデンスパ公式ＷＥＢサイト http://www.tokachigawa.jp/index.php に拠る 

また、施設概要の一部（事業費等）及び施設整備経緯については、十勝毎日新聞ニュース（12 月 8 日版）に拠る 



 

6-20 

(2) 公衆浴場「中之湯」の整備(福島県土湯温泉) 

 

■事業の概要 

・名称：公衆浴場中之湯整備事業 

・延床面積 750 ㎡ 

・事業費 6.41 億円 

・平成 30 年年度オープン予定 

 

 

 

 

▼公衆浴場「中之湯」イメージパース 

 

■施設整備経緯 

・福島県福島市にある「土湯温泉」は、東日

本大震災によって 16 軒あった旅館が 10

軒に減少。 

・このような状況を受け、土湯温泉地区の復

興再生について市と地元住民が意見交換

を行い、平成 26 年に市が「社会資本整備

総合交付金」を申請 

・地元住民で構成する「土湯温泉町地区まち

づくり協議会」が発足（市もオブザーバー

として参加）。 

・協議を踏まえて、従来まであった公衆浴場

「中之湯」の隣接地である旧冨士屋旅館跡

地を含めて、公衆浴場「中之湯」をリニュ

ーアルして整備するほか、旧いますや旅館

の既存建造物を活用した観光交流施設「ま

ちおこしセンター」を整備し、温泉観光地

としての魅力向上と賑わい創出を目指し

ている。 

・公衆浴場は年間利用 2.3 万人の利用を見込

んでいる。 

上記出典／ 

土湯温泉町まちづくりニュース第５号（2015 年 10 月）

より 

事業概要及び経緯は、福島市ＷＥＢサイト 

www.city.fukushima.fukushima.jp/uploaded/.../48175.pdf に拠る 
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(3) 足湯の整備（函館市湯の川温泉） 

 

  

■施設の概要 

・湯の川温泉「足湯」 

・延床面積 13 ㎡（鉄骨造・平屋） 

・事業費 24 百万円 

（市の補助金 7.8 百万円） 

・平成 19 年 11 月 30 日供用開始 

■施設整備経緯 

・湯の川温泉街のシンボル形成を目的として、函館湯の川温泉旅館組合や地元の町会、商店

街などから構成される「足湯整備促進期成会」を発足。市の補助金や同会で集めた寄付金

を基に施設を整備。 

・湯の入れ替えは 1 日 1 回（循環ろ過）。 

・湯の川温泉街の活性化については、平成元年以降足湯の他に以下のような取組も実施して

いる。 

 ○観光標識の設置（24 基） 

 ○灯籠型街路等の設置（132 基・うち民間負担 66 基） 

 ○道路のカラーブロック舗装（延べ 11 路線） 

 ○スタンドタイプ・プランターの設置（143 基） 

 ○はこだて湯の川オンパク（期間限定で湯の川を拠点とした各種観光プログラムを開発・

提供、平成 18 年から開催、平成 25 年以降休止中） 

事業概要及び経緯は、函館市ＷＥＢサイトに拠る 
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(4) まとめ 

 

表 6-3 事例研究のまとめ 

 ガーデンスパ 

十勝川温泉 

公衆浴場 

「中之湯」の整備 

湯の川温泉 

「足湯」 

年間宿泊客数 43.3 万人泊 

(H27 年度・音更町全体) 

16.9 万人泊 

(H25 年度・土湯温泉) 

378.6 万人泊 

(H27 年度・函館市全

体) 

延床面積 1,173 ㎡ 750 ㎡ 13 ㎡ 

事業費 7.37 億円 6.41 億円 0.24 億円 

整備主体 官民連携 

（運営主体は十勝川 

温泉旅館組合） 

福島市 足湯整備促進期成会 

機能 飲食機能、物販機能、 

温浴機能、体験観光機能 

温浴機能 足湯 

その他 「温泉中心市街地再生

事業」の一環としての 

取組 

「社会資本整備総合交

付金」を活用した取組 

市からも事業費の一部

を補助 

※長万部町の年間宿泊客数は 3.0万人泊（H27年度） 
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6.4.1  温泉街のシンボル的な空間づくりに向けた目標 

長万部温泉街のシンボル的な空間づくりに関する目標を以下の３つに設定する 

 

目標１ 新たな客層の取り込み 

新幹線駅から至近という立地条件を活用し、新幹線の乗降客からも視認できるような空間づ

くり等により新たな客層の取り込みを目指す。 

 

目標２ 温泉街のシンボルとなる施設 

変化する観光市場に対応し、温泉街全体としてのブランドイメージを向上させるような温泉

街のシンボルとなる施設づくりを目指す。 

 

目標３ 持続的な維持運営 

公共の補助等に極力頼らないで維持が可能な施設づくりを目指す。 

 

 

6.4.2  温泉街のシンボル的な空間づくりに向けた方向性 

３つの目標を実現するための方向性として以下の３つを設定する。 

 

方向性１～維持管理負担が少ない施設の整備 

施設整備後の持続的な維持・運営に向け、維持管理負担の極力少ない施設の整備を検討する。 

 

方向性２～長万部温泉街のＰＲ機能の発揮 

新幹線駅に至近という立地条件を新幹線駅の乗降客に対して視覚的に訴求するとともに、長

万部温泉街のブランドイメージの向上に資するような空間づくりについて検討する。。 

 

方向性３～長万部駅からの散策を想定した「たまり空間」の形成 

立地条件を活用し、長万部駅から二次交通機関等に乗り継ぐ来訪客が乗継時間を活用して散

策が可能な「たまり空間」の形成ができる施設づくりを検討する。 

 

6.4.3  温泉街のシンボル的な空間づくりに向けた施設整備内容等について 

(1) 施設整備内容 

収集した事例等を参考として、維持管理負担が少なく、温泉街のブランドイメージの向上

やたまり空間の形成に寄与する施設として、温泉街の遊休地を活用したポケットパーク（足

湯又は手湯、飲泉機能、温泉の歴史に関するパネル展示等）の整備を検討する。 

 

(2) 今後の論点について 

長万部駅西側におけるアクセス道路の整備検討に合わせ、アクセス道路等の整備と一体と

なった施設づくりについて検討を進めていく必要があるとともに、他のプロジェクトととも

に今後の温泉街活性化に向けた検討組織の立ち上げが必要となる。。 
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6.4.1  温泉街のシンボル的な空間づくりのまとめ 

 

【目標】       【方向性について】       【施設整備の内容等】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方向性１ 
維持管理負担が少ない 

施設の整備 

 

 

 

 

 

方向性２ 
長万部温泉街の 

ＰＲ機能の発揮 

 

 

 

 

 

方向性３ 
長万部駅からの散策を想定

した「たまり空間」の形成 

 

■施設整備内容について 

○温泉街の遊休地を活用し
たポケットパーク（足湯又
は手湯、飲泉機能、温泉の
歴史に関するパネル展示
等）の整備を検討 

 

■論点 

○道路事業による温泉街を含
めた拡幅整備事業の実施
可能性検討 

→H29 年度以降アクセスルー
トの検討と一体的に検討す
る必要あり 

○温泉街活性化に向けた検
討組織の必要性検討 

→アクセスルートの検討との
絡んでくるため、早めの組
織立ち上げが必要 
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